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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月24日(2010.11.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色域を有する映像信号を、前記第１の色域よりも広い第２の色域を有する映像信
号に変換する映像信号処理装置であって、
　前記第１の色域の色空間上における周辺部分の予め定められた領域に属する色情報を有
する映像信号に対して彩度伸張を行い、前記第２の色域への色域の拡大処理を行う信号処
理手段と、
　前記信号処理手段により色域の拡大処理が行われた映像信号にのみノイズ除去処理を行
う、あるいは、前記信号処理手段により色域の拡大処理が行われた映像信号に対して色域
の拡大処理が行われなかった映像信号よりも強い強度のノイズ除去処理を行うノイズ除去
手段と、
を備えることを特徴とする映像信号処理装置。
【請求項２】
　第１の色域を有する映像信号を、前記第１の色域よりも広い第２の色域を有する映像信
号に変換する映像信号処理装置であって、
　前記第１の色域の色空間に属する色情報を有する映像信号に対して彩度伸張を行い、前
記第２の色域への色域の拡大処理を行う信号処理手段と、
　前記信号処理手段による色域の拡大量を検出する検出手段と、
　前記信号処理手段により色域の拡大処理が行なわれた映像信号に、前記検出手段により
検出された色域の拡大量に応じた強度でノイズ除去処理を行うノイズ除去手段と、
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を備えることを特徴とする映像信号処理装置。
【請求項３】
　前記ノイズ除去手段は、前記信号処理手段による色域の拡大量に対する色信号のゲイン
を色信号のチャンネル毎に求め、前記色信号のゲインに応じて各色信号のノイズ除去処理
の強度を変更することを特徴とする請求項２に記載の映像信号処理装置。
【請求項４】
　前記ノイズ除去手段は、前記第１の色域内の全ての映像信号に対して一定量のノイズ除
去処理を行い、前記信号処理手段により色域の拡大処理を行った映像信号については色域
の拡大量に応じてノイズ除去処理の強度を強めることを特徴とする請求項１に記載の映像
信号処理装置。
【請求項５】
　前記ノイズ除去手段は、前記信号処理手段により色域の拡大処理を行った映像信号の輝
度成分に対してもノイズ除去処理を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の映像
信号処理装置。
【請求項６】
　前記ノイズ除去手段で行なわれるノイズ除去処理とは、時間方向の平滑化処理、又は空
間方向の平滑化処理、又はそれらの組み合わせであることを特徴とする請求項１または２
に記載の映像信号処理装置。
【請求項７】
　前記ノイズ除去手段は、映像信号に時間的変化が無い場合、前記空間方向の平滑化処理
のみを行うことを特徴とする請求項６に記載の映像信号処理装置。
【請求項８】
　前記ノイズ除去手段で行なわれるノイズ除去処理とは、圧縮符号化による符号化ノイズ
除去処理であることを特徴とする請求項１または２に記載の映像信号処理装置。
【請求項９】
　前記符号化ノイズ除去処理とは、符号化によるブロックノイズを除去するデブロッキン
グフィルタ処理であることを特徴とする請求項８に記載の映像信号処理装置。
【請求項１０】
　前記符号化ノイズ除去処理とは、符号化によるモスキートノイズを除去するモスキート
除去フィルタ処理であることを特徴とする請求項８に記載の映像信号処理装置。
【請求項１１】
　第１の色域を有する映像信号を、前記第１の色域よりも広い第２の色域を有する映像信
号に変換する映像信号処理方法であって、
　信号処理手段が、前記第１の色域の色空間上における周辺部分の予め定められた領域に
属する色情報を有する映像信号に対して彩度伸張を行い、前記第２の色域への色域の拡大
処理を行う信号処理工程と、
　ノイズ除去手段が、前記信号処理工程により色域の拡大処理が行われた映像信号のみに
ノイズ除去処理を行う、あるいは、前記信号処理工程により色域の拡大処理が行われた映
像信号に対して色域の拡大処理が行われなかった映像信号よりも強い強度のノイズ除去処
理を行うノイズ除去工程と、
を備えることを特徴とする映像信号処理方法。
【請求項１２】
　第１の色域を有する映像信号を、前記第１の色域よりも広い第２の色域を有する映像信
号に変換する映像信号処理方法であって、
　信号処理手段が、前記第１の色域の色空間に属する色情報を有する映像信号に対して彩
度伸張を行い、前記第２の色域への色域の拡大処理を行う信号処理工程と、
　検出手段が、前記信号処理工程における色域の拡大量を検出する検出工程と、
　ノイズ除去手段が、前記信号処理工程において色域の拡大処理が行なわれた映像信号に
、前記検出工程において検出された色域の拡大量に応じた強度でノイズ除去処理を行うノ
イズ除去工程と、
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を備えることを特徴とする映像信号処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明に係わる映像信号処理方法は、第１の色域を有する映像信号を、前記第１
の色域よりも広い第２の色域を有する映像信号に変換する映像信号処理方法であって、信
号処理手段が、前記第１の色域の色空間上における周辺部分の予め定められた領域に属す
る色情報を有する映像信号に対して彩度伸張を行い、前記第２の色域への色域の拡大処理
を行う信号処理工程と、ノイズ除去手段が、前記信号処理工程により色域の拡大処理が行
われた映像信号のみにノイズ除去処理を行う、あるいは、前記信号処理工程により色域の
拡大処理が行われた映像信号に対して色域の拡大処理が行われなかった映像信号よりも強
い強度のノイズ除去処理を行うノイズ除去工程と、を備えることを特徴とする。
　また、本発明に係わる映像信号処理方法は、第１の色域を有する映像信号を、前記第１
の色域よりも広い第２の色域を有する映像信号に変換する映像信号処理方法であって、信
号処理手段が、前記第１の色域の色空間に属する色情報を有する映像信号に対して彩度伸
張を行い、前記第２の色域への色域の拡大処理を行う信号処理工程と、検出手段が、前記
信号処理工程における色域の拡大量を検出する検出工程と、ノイズ除去手段が、前記信号
処理工程において色域の拡大処理が行なわれた映像信号に、前記検出工程において検出さ
れた色域の拡大量に応じた強度でノイズ除去処理を行うノイズ除去工程と、を備えること
を特徴とする。
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